
 

 

2020 年 3 月 3 日 【第 1171 回】 

3月 3日（火）の卓話 

 

「ポール ハリス の言葉」 

元東分区ガバナー補佐 

斉藤 実様 

（当クラブ会員） 

 

 

  
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 26日の出席率 3月 11日の卓話 

 
 

「国際奉仕部門フォーラム」 

総合担当： 

国際奉仕委員長 舛本俊輔様 

会員在籍者数       43名 

会員出席者数       22名 

会員欠席者数    21名 

本日の出席率     53.66％ 

 
 

≪第 1170 回 例会報告 2020 年 2 月 26 日≫ 

 

司会：坂本康朋会員 

 
■点鐘：佐藤正樹会長 

 

 
■ロータリーソング斉唱「日も風も星も」 

：ソングリーダー 櫻田会員 

■「四つのテスト」斉唱（歌） 

■「ロータリーの目的」 

東京臨海 RCVer.唱和：髙橋副会長 

■来賓・ゲストスピーカー紹介：佐藤正樹会長 

ゲストスピーカー 須賀えり子様 

  同伴者    中山沙由梨様 

同伴者    庄司 大悟様 

■ビジター紹介：鈴木会員 

本日は、いらっしゃいませんでした。 

 

 
■会長報告：佐藤正樹会長 

・次週３月３日（火）の３ＲＣ合同例会の件。 

３月３日（火）は、当クラブの子クラブであります

東京臨海東ＲＣ創立２４周年記念例会に当たり、東

京臨海ＲＣ・東京臨海東ＲＣ・東京臨海西ＲＣとの

３クラブ合同例会の予定でしたが、今回ホストクラ

ブである東京臨海東ＲＣ様より、新型コロナウィル

ス感染拡大の状況を鑑み、３ＲＣ合同例会中止の連

絡を頂きました。 

その為、当クラブは、３月３日（火）に予定通りの

時間と会場で、東京臨海ＲＣ単独で例会を開催する

ことにいたします。 

・２０１９年７月１日からロータリーの６つの重点分

野の名称が一部変更されました。 

 ◆変更後の名称は以下の通りです。 

◇疾病予防と治療 
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◇母子の健康 

◇水と衛生 

◇平和構築と紛争予防 

◇地域社会の経済発展 

◇基本的教育と識字率向上 

◆日本語の変更箇所は以下の通りです。 

◇平和と紛争予防/紛争解決→平和構築と紛争予防 

◇経済と地域社会の発展→地域社会の経済発展 

 ◆これに伴い、１０月は「地域社会の経済発展」月

間、２月は「平和構築と紛争予防」月間となりま

した。 

 

 
■幹事報告：杉浦幹事 

・３月２５日（水）は、らいおんはーと子供食堂にお

邪魔して移動例会を行います。移動例会出席の有無

と送迎バス利用の有無を３月１１日までにご連絡く

ださるようお願いいたします。 

 

 
■出席状況報告：本多会員 

⇒詳細 1頁バナー下に掲載。 

■ニコニコ BOX報告：白幡委員 

(ご意向)本日は、須賀えり子様、卓話をどうぞよろし

くお願い申し上げます。：佐藤正樹会長、髙橋副会長、

杉浦幹事、田村会員、須藤会員、井上会員、村社会

員、本多会員、佐久間裕章会員、坂本康朋会員、 

櫻田会員、入澤会員、勝間田会員、酒井会員、 

柴田会員、白幡会員、佐久間栄一会員 

 
 

 

 

 

 

 
■卓話  （紹介者：田村会員） 

 

 
「社員と組織を進化させるコミュニケーションの【力】」 

㈱Ａｉ・フィールド 代表取締役 

㈱ループス・ネット 取締役 

須賀 えり子様 

 

 みなさん、こんにちは。本日は素晴らしい機会をい

ただきましてありがとうございます。田村様には私た

ち夫婦共々お世話になっております。いつもありがと

うございます。東京臨海ＲＣの皆様、本日は感謝申し

上げます。どうぞ宜しくお願い致します。コロナウィ

ルスが今猛威を奮っております。こういう時流だから

こそ会社の社員一丸となって頑張っていかなければな

らないのかなと思っております。だからこそ、今日の

話が必要であると感じています。今日の話は１１年前

から温めておいたお話です。難しい話なので、どこで

話すか迷っていたのですが、ＲＣの皆さんだったら絶

対大丈夫と思い、田村社長にも相談して、お話させて

いただくことを決めました。タイトルは、社員と組織

を進化させるコミュニケーションの力としていますが、

今日のゴールは、人と組織を進化させるエネルギーの

力がわかるとしています。私が１１年前に父と体験し

たことが今この時だからこそ人や会社を成長させるた

めに必要なのではないかなということでお話致します。

【17 件 43,000 円 今年度累計 1,486,000 円】 



 

 

VOL.26-No.27 

 

 
ＩＣＵでの父との経験が今の私を作っています。簡単

に自己紹介を致します。私二足の草鞋を履いておりま

す。一つ目は主人が一之江駅近くで経営しているＩＴ

会社で取締役、経理と人事を致しております。そして、

２０１４年に立ち上げたＡｉフィールドでキャリアコ

ンサルタントとして人と組織、会社を元気にしていく

セルフキャリアドックといわれている制度をもってお

仕事のサポートを致しております。キャリアコンサル

タントというのは、カウンセリング、キャリア研修、

フォローアップの３つの柱で、人と会社を元気にして

いくお仕事がセルフキャリアドックと言われているも

のです。セルフキャリアドックをなぜ厚生労働省が多

くの予算を割いて推奨してるのかというと、これから

５０年後、働き盛りの人口は約４割減っていくと言わ

れています。人が足りなくなる時代が来ているのです。

方や、職場の中ではストレスの原因の約４割は人間関

係の問題と言われております。上手くいっているよう

に見えたとしても会社の中ではまだまだ潜在的な課題

があるので、一人一人お話を聞くことで顕在化し、社

員さんが自主的に解決していけるような取り組み。研

修を通してサポート致しております。ではいよいよ私

の人生で最も貴重な体験となったＩＣＵで起きたこと

をお話致します。私は三重県生まれ香川県育ちでして、

１１年前の１月２９日に母から電話がかかってきて、

今すぐ帰ってきてと言われました。何か様子が変だっ

たので妹にも電話しましたら、私はもう父に会えない

と思うと言われました。父は心筋梗塞で倒れたのでし

た。翌朝に病院へ行くと、すでにＩＣＵに父はいて、

心臓にポンプが入っていて、気管支には呼吸器が入っ

ていて、心臓も肺も自力では動けない状態でした。主

治医からは今日が峠だと言われました。ほのかな期待

があって、それからしばらく父の隣で心臓にヒーリン

グを送りながら、話かけながらしばらく何日か通い続

けました。そして、家族でもＩＣＵは３０分しか居ら

れないので、時間がくると隣の部屋で待機をしていま

した。そうすると、看護師さんから、私は居ていいと

言ってくれたので、意識のない父の隣にいることがで

きました。４日目に心臓のポンプが外れて、呼吸器も

外れました。心臓は３本の欠陥の内２本が壊死してい

たのですが、５日目の朝、意識が戻りました。驚きま

した。父が目覚めた第一声は、腹が減った。飯を持っ

てこいでした。飲まず食わずで意識不明だった父が５

日目の夕方、ＩＣＵのベッドで白飯と普通のおかずを

食べているのです。主治医の先生も驚いていました。

奇跡かと思ったのですが、看護師さんたちに聞いてい

くとそうではないと思いました。義理の父は脳梗塞で

なくなっているのですが、脳梗塞は、リハビリを通し

て良くなる方とならない方がいらして、この違いは、

家族の方との関わり方なのだそうです。良くなる方の

ご家族はベッドの枕元にいて会話をしていて、そうで

ないご家族は足の方にいて、会話をしていないのです。

このような話は非科学的な話と思われるかもしれませ

んが、この会話をするという技術は、研究がなされて

います。１０年前に調べたところ、ハートマス研究所

というところで研究していました。心臓と脳の状態は

調和をしている、コフィーデンス状態というものがあ

るのではないかと言われています。心臓と脳は一つの

システムのように協調してきて、また、人と人とのつ

ながりも大切だと言っています。感情の中で、楽しい、

怒り、うれしい、思いやり・感謝の中で、一番エネル

ギーがあるのは、思いやり・感謝と言われています。

このコフィーデンス状態になっているときには、生産

性が高まっていくという研究成果も出ています。お互

い協調しあっているということです。この状態が組織

を良くしていくわけです。この状態になるには、相手

に対する思いやりの気持ち、感謝の気持ちが必要です。

最後に、人を進化させる三つの働きかけということで、

コミュニケ―ションの話になってきます。会社を無断

欠勤したＢ君がいました。無責任と思いますが、実は

そうではなかったのです。新人で、たくさん失敗を経

験していて落ち込んでしまっていました。話を聞くと、

人が怖く、会社が怖いというのです。江戸川区の総人

口が約７０万人なのですが、引きこもりの人の数は日

本に約１１５万人います。このひとたちが働いたら経

済的にはプラスになります。Ｂ君も、もしかしたら引

きこもりになっていたかと思うと、経営者としての責

任を感じました。ですので、社員が辞めたいと言って

きた場合は、会社や人が怖いと思っているのであれば、

大丈夫だと感じてもらえるまで持ち上げてあげてから

送り出してあげることが大切だと思いました。では、

どうしたらよいかというと、情報と論理、感情におい

てお互いに意思の疎通があるので、特に感情の部分。

相手を信じて、思いやり、育てる意識を考えながらコ

ミュニケーションを取っていっていただきたいです。

最後に、信頼関係を築く相手に対する思いやり、ねぎ

らいの言葉かけ、承認することをやっていっていただ

きたいです。また傾聴することも大切です。そして、

解決質問もとても重要です。どのようにすれば解決で

きそうかと逆に質問してあげるものです。解決方法を

引き出してあげる手伝いをする言葉かけです。という

ことで、人と組織を強くするというお話をさせていた

だきました。本日は、お時間いただきありがとうござ

いました。 

 

■点鐘：佐藤正樹会長 


